
産業フレームの算出 

愛知県市町村所得における2008年~2018年の岩倉市の総生産の推移から算出した総生産の年平均成
長率で経済成長を評価します。

①2023年の商業系＋工業系市街地面積

②岩倉市内総生産の成長率の設定 ③2030年総生産額の設定 

④敷地面積当たりの総生産額の設定 

⑤2030年の商業系＋工業系市街地面積（③÷④）

⑥2030年に拡大が必要な商業系＋工業系市街地面積（⑤-2023年の商業系＋工業系市街地面積） 

⑦産業フレーム（公共用地率30％を考慮し、有効利用率70％で割る） 

①2023年の産業系
市街地面積 
61.8ha

（都市計画基礎調査）

②岩倉市内総生産
の成長率

0.7％/年
（愛知県市町村所得にお
ける の岩倉
市の総生産の平均年間
成長率） 

③2030年の岩倉市
の総生産額 
104,207百万円

⑤2030年の岩倉市
の産業系市街地 
81.6ha 

④敷地面積当たり
の総生産額 
1,277百万円/ha

（2007年、2013年、
2018年の「岩倉市の
総生産額÷都市計画
基礎調査面積」の平
均値） 

⑥2030年までに拡
大する面積 
19.8ha 

⑦2030年における
産業フレーム
28.2ha 

（拡大面積⑥に公共用地
率30％を考慮し、有
効利用率70％で割っ
て産業用地フレームを
算出）

商業と工業に関する産業の総生産の将来値を推計し、将来総生産額を敷地面積当たりの総生産
額で除して、将来の産業系用地面積の規模を算出します。 
将来（2030年）の産業フレームは、右の算定フローに基づき、愛知県市町村所得の「製造
業」から「サービス業」までの項目の総生産で算出した平均年間成長率（2008～2018年）を今
後の成長率として推計します。 
また、岩倉市の政策目標や都市づくりの方向性、市内における市街地拡大が可能な土地の有
無、必要な産業フレームを検討し、その規模を確保するために必要な岩倉市内の総生産の成長率
を設定します。 
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